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会    議    録 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 環境下水道課 

会議名 

(審議会等名) 
平成２９年度 第４回嬉野市環境審議会 

開催日時 平成２９年１１月２４日(金) １３:３０～１５:００ 

開催場所 嬉野庁舎 ２－３－１会議室 

傍聴の可否 可 ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 ０人  

傍聴不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 

八谷茂樹委員、尾形満智子委員、藤山直子委員 

桑原和隆委員 

 

事務局 
産業建設部長、環境下水道課長、環境下水道課副課長、 

環境下水道課主任、松本氏（中外テクノス） 

その他  

会議の議題 別紙のとおり 

配布資料 

・会議レジュメ 

・第 2 次嬉野市環境基本計画（素案） 

・修正箇所一覧 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 環境下水道課 

議 題 第 2 次嬉野市環境基本計画について 

内 容 第 2 次嬉野市環境基本計画における基本施策及び重点施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議経過 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

前回審議会での意見への対応、事務局内の検討による修正について 

説明 

11 ページの下から 3 行目、「全て直接に、間接的に」の部分は「全

て直接または間接的に」に修正するのがよいと思う。 

10ページの「太良岳山系のモミ林」に関しては、専門家に聞いたと

ころでは、やはり、この表現がよいだろうとの話だった。また、11

ページの写真は「太良岳山系のモミ林（国見岳）」としているが、こ

れでどの辺りにあるかということもわかるので、この方がよいだろ

うとのことだった。 

12ページの「課題」の一番上の行「耕作放棄される水田」について

は、「耕作を放棄された水田」に修正した方がよいと思う。 

17ページの下から 7行目「天然記念物指定地域等の立ち入り」につ

いては、「天然記念物指定地域等への立ち入り」に修正した方がよい

と思う。 

21ページの 9行目に「近隣騒音等※」となっているが、注釈が見あ

たらない。 

29ページの「省エネナビ」の注釈「目標を超えるとお知らせし」の

部分は、「目標を超えるとナビで知らせ」などに修正した方がよいと

思う。 

また、同じページに環境家計簿の注釈があるが、具体的にどのよう

なものかわからない。雛形などを見ることができればよいと思う。 

35 ページから 36 ページにかけて、「～等」が多い。「～など」に修

正した方がよいと思う。公文書だとそのようになると思う。 

39ページの写真には説明は入らない？ 

39 ページの写真は、各プロジェクトのイメージを示したものなの

で、説明は入れていない。 

43 ページの 5 行目に「国が直接支払を実施します」とあるが、「国

が直接支払います」にした方がよいのではないかと思う。 
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事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

委員 

「直接支払」という言葉があるため、このような表現にした。ネッ

ト上の辞書にこの言葉の説明があり、「国・地方公共団体等から、市

場価格に介入せずに、生産者に対して直接支払われる補助金等のこ

と」と定義されている。 

44ページの下から 5行目「乗り換え利便の向上を図る」については、

「乗り換えの利便性を図る」がよいのではないか。ただ、これは、

同ページ一番下の行に「利便性」という言葉があって重なるので、

この言葉を使うのを避けたのだろうか。 

44ページの文章中に書いてあるが、嬉野市の計画に「嬉野市バス交 

通計画」というものがあって、①～⑤の文章はそこからの引用だ。 

文章の変更が可能かどうかは事務局内で検討したい。 

44ページ最下行の「利便性向上を図ります」については、「利便性 

の向上を図ります」に修正した方がよいのではなかと思う。 

嬉野市はバリアフリーを進めており、第 5章にバリアフリーに関係 

する言葉を入れるべきではないかと思う。 

第 5章では、主に様々な建設事業における環境への配慮についての 

指針を示している。そのため、バリアフリー化の取り組みに関して 

は、第 5章よりも、第 3章 1-4の「自然とのふれあいの場の確保」 

で取り上げてはどうかと考えている。自然とのふれあいの場を確保 

する中で、バリアフリー化を進めるということ。例えば、17ページ 

の「市の取り組み」の 4番目「自然とのふれあい施設については、 

機能維持・向上の観点から必要な改修に努めます」としているが、 

この中にバリアフリーという言葉を入れることで対応することを考 

えている。 

「はじめに」の中に各庁舎の写真を入れているが、この写真をでき 

るだけ大きくしてほしい。その他、2ページなどの写真も、もっと 

大きくしてほしい。 

32ページに掲載の西部クリーンセンターの写真については、所在地 

が伊万里市であることを示した方がよいと思う。 

42ページの写真「旧塩田町付近の麦畑」については、「塩田町付近 

の麦畑」がよいと思う。現在でも塩田町という地名は残っているた 

め。または「塩田地区」でもよいと思う。 

庁舎の写真は「はじめに」の裏のページに掲載する方法もあると思 

う。大きく掲載するのであれば。市の花・フジなどを一緒に掲載す 

るのもよいと思う。 

44ページに「嬉野温泉駅デザイン案（Ａ案）」とあるが、既にこの 

Ａ案が最終案として決定したので、「Ａ案」は削除してよい。「完成 

予想図」としたい。 

21ページに新駅周辺のまちづくり提案図が掲載されているが、これ 
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事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の新しいもの、より具体的なものはないのか。 

これが最新のもので、今のところこれ以上のものはない。これをも 

とに計画を進めているところ。 

20ページに掲載の工事中の九州新幹線の写真などについて、色合い 

をもう少し鮮明にできないか。この写真には「嬉野温泉」という看 

板が写っているが、もう少しこの文字が鮮明に見える方がよいと思 

う。 

鮮明になるよう調整する。 

今のところ、計画書に吉田焼の写真が掲載されていないが、可能で 

あれば、どこかに掲載してほしい。代表的な製品の写真を入れては 

どうか。 

検討する。 

次回の環境審議会は 12月 15日午後に開催し、答申していただくこ 

とを予定している。 

これで閉会する。 

その他 

 

 


